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今日的学校評価への示唆  

九州人テ大学院教授  八尾坂  修  

「アラ探しをするような気持ちが評価する側に起  

こったり，アラ探しをされているような気持ちが評価  

される側に生ずるようでは学校評価は失敗である。終  

始なごやかな雰同気を保ち，その学校の教育をよくす  

るためにという一点に両者の気持ちが結集して，信頼  

と友愛にみちた建設的な態度で評価が進められなけれ  

ばならない」と1951年当時のノ、f：校評価に係る文部省試  

案は指摘していた。この号えはまさに今月的学校評価  

を実施する上で通用するそえである。   

また，この試案は，学校と地域の知力を双方向的に  

受けとめ，ご、アニ校評価を発展的，建設的な経常改善にf古  

用する姿勢が必要であると指摘している。同時に，評  

価結果に基づく事後計画として，人間としてグ）微妙美  

メンタリティへの配慮を校長のリーダーシ ップの側面  

として提′Jこしている「ノ つまり校長から評価結果を教職  

員に説「明するに当たって，「教職員が建設的な気持ち  

でその圭らない点を考え，R然に改善のために誓うと  

いう気持ちになるように，健全な雰同気が生まれるよ  

うに許しかけることが大切」であり，しかも「常に生  

徒の必要を満たすという観ノ了＝二立って考えるべきで  

あって，ただ見えや体裁で考えるようではいけない。  

また現在の欠点ばかりでなく，すぐれた∴1こほいっそう  

よくすることについても話し合うことが大切である」  

と示唆的に述べている。今日の字校の自己評価におけ  

る教職員の参加意欲を高めるうえで一石を投じるもの  

があるし、   

しかも今日的字校評価は，次の視点を構築するうえ  

で不可欠と言えよう。   

第1は，教職員による協働性である。校長の変革的  

かつ支援的リーダーシップと仝教職員の共通理解のも  

と，学校教育目標の達成をめざしてノ㍗二枚組織と教育活  

動を活性化することが期待できる。まさに広島市の学  

校評価の試みはこのような視点を的確にとらえている。   

第2は，民川勺市場件，地域との一体性である。自  

校の教育を点検する姿勢を明らかにすることによって，  

保護者や地域住民に理解され，支持される開かれた字  

校づくりを進めることができよう。   

第3は，行政からの支援性である。学校改善のため  

の課題を明らかにすることによって教育行政の課題を  

明らかにすることも特徴と∴‘える。   

学杖として問題提起をしつつ，学校改革の個性的か  

つ具体的ビジョンをどう行動として（り闇，矩期、中  

期，長期の視点1ホすかが期待される。  
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安となります。心と体は密接にかかわっており，体  

の健康が心の健康の基盤であると言えます。   

② 子どもの生活の楽しさに影響を与えるものは‥・  

教育改革の中の子と毛たち  

生活・人間関係・自己像・学校の視点から  

「毎日の生活の楽しさ」と「家の人との対話の頻度」   

教育センター指導主事 藤 村 和 彦   

全国12の政令指定都市（札巾軋 仙千手，千葉，横浜，  

川崎，名古ノぅ‡，京都，大l坂，神）「，広島，北ノL州，  

砧岡）が加l盟している指定都市数青柳究所連盟（平  

成15年度にさいたま市が加盟して13郡市となる）は，  

過去40年間にわたり，共l軸研究としてその時期の教  

育課題に応じたテーマで調査研究を進めてきました。  

今イ日生， すでに各学校・ 幼稚剛二紹介しております  

研究成果物『教育改革の申の」′ゼもたち』は，平成  

12年度から平成14年度の3年間で行った調査研究の  

結果を十り行したものです。  

l玉l際化や情報化が急速に進む現在，了ゼもが自分  

やl二」分を取り巻く環境などをどのようにとらえてい  

るのかなどを知るために，様々な研究機関で調査が  

進められています。   

このたびの指定都rl」‘教育研究所連盟の共同研究は，  

子どもが「牛．活」「人間関係」「自分」「学校」をど  

のようにとらえているのかという四つの視点で，過  

去の調査結米との比較も行いながら，子どもの意識  

や認識の現状を把捉し，データの分析を通してその  

背景を考察し，これからの教育の在i）方を提言して  

います。ここでは，その調査結果のいくつかを紹介  

します。   

圧）夜型へ変化する子どもの心や体への影響は‥・  

このグラフから，「家の人とよく話し合っている」  

」′一ビもほど充′え感や澗足感を感じていることが分か  

i）ます。このことから，家の人との対話が」’一ビもた  

ちのI′l己ノ分走感を育み，毎日の生活へ前向きの姿勢  

を／卜み出していると言えます。また，それは単に親  

†一の話し合いの量に還元されるものではなく．規が  

子どもと積極的に話し合う機会や場をもとうとする  

姿勢を出発点として望ましい親子関係が築かれてい  

く，と考えることも人切です。   

③ 子どもが求める学級は‥・  

「求める学級像」と「学校生活の満足度」   

満足して 
l    いる   

まあまあ満足l  

している  

・   

満 
・   

「毎日の生活の楽しさ」と「学校のある日の就寝時刻」   

（％）  

N＝14400   

このグラフから，学校隼活に満足していないf一ど  

もが求める学級は，「気相ちや考えを］再にf」▲える」  

ノ、jニ：級，「ノ友心して落ち着いた生活ができる」ノ、r：級，「が  

んばったことが認められる」学級と続きます「っ この  

ことから，学柁生凧二満足していない」′▲どもにとっ  

て，学級が， 気持ちや考えをL」再にF1▲えたり，安心  

し港ち着いた生活ができたり，がんばったことが認  

められたりする場になることが，満足のいく学校生  

活を送るために重要な変什になると考‘えられます⊂ノ  

このような学級を創るためには，教師が，イーどもた  

ち一人一人の卜人川IFに自己や他者を肯定的に受けとめ  

る感情を青んでいけるような′チ級づくりを進めてい  

くことが大きなポイントとなります、1今，その実現  

にIl′りけた教師の共体的な土接が 層求められると言  

えます。  

※ ∫lH侶偶人を御希‘」／三の畑よ，＝り1r」封十まで裾吏綿くたさい 

このグラフから，甲一寝の子どもたちは毎口の牛活  

を楽しいと感じている傾】占」が見られ，逆に就把持刻  

が遅くなると，楽しく感じられないという傾向が強  

いことが分かります。これは，睡肌不足による体の  

不調が影響していることが原「天1の一つと考えられ，  

」′一ビもが規則止しい！l二活習慣を身に付ける指導が垂  



「【緬 研 
「  

修講座だより（2）  
7日に実施した研修（一部）の離等をまとめまし直  

メ∵ソ≦7几ヘルス害毒座  

＝し T T甑 帯㌍  慧  珊  

広島大学助教授 岡 本百合   

語坪 J＼頸」【  

広島大学イ封建管理センターの岡本白‘合肋教授に，「ストレスと心の健頼」という主題で，講義・尖門  

をしていただきました。講座の前、トは，ストレスの原田とストレスから発症する疾病，ストレスの  

チェック法について講義していただきました。後半は，エゴグラムを利川した自己分析を通して，ス  

トレスを解消していく手だてについて詳しく説明していただいたり，体をリラックスするための自律  

訓練法や筋弛緩法を冥施していただいたりしました。また，ストレスをためないための手だてを次の  

ようにまとめていただきましたて」  

学習障害等教育講座  

薫持巧 ニ育三  驚 『  

広島県立保健福祉大学助教授前岡章票   

近イl二，学習障害等のある児童生徒の多くが通常の学級に在籍しておi），それらの児童生徒へどのよ  

うに対応すればよいか課題となっていますしそこで，侵」島し具立保髄福祉大学の前l■甘辛憲肋教接に学習  

院ヲ手（LD），注意欠陥多動性障害（ADHl）），岳機能山ノト．件発達障害（HFPDD）のてつについて，その  

定義や対応等を医学的な側けIiから詳しく説明していただきましたこぅ いずれもよ本町二は力＝甘発達の遅  

れを伴わないものです′ノ下凶は，読み・書き・計算等の認知耐二偏りのある学ヤ那責苦，不注意や多勤  

件・衡跡件のあるゴ1！意欠陥多血什障害，什会件・想像ノ」・コミュニケーション等に障※のある高機能  

は汎件発辻障′吾：の三者の関係と，それぞれへの対応のポイントの 一部をまとめたものです 

＜LDへの対応＞  
：イビもがr∫t分n穴打ちを∴詔化することができるよ一＝ニ乞接するr  

つ甘辻「山下がかりノこJlt軒托的手がかりのと÷ららが†バ佃、を兄1車めて誹題ヤ   

教材を堤イする 

＜ADHDへの対応＞  
1拍′J二は1）（）！であ／Jて，l）oNot ではないIJり超行動ミ押刷Hるよ   

り，よりよい代仲子J動ミニ汗l卜㌻るこ七かノニリ」である  
′）子」骨折7川‘処には，「ヒノ■しなけに「ヒ÷乙’）ような刺激でろキ；♂）イ」側について   

ヴJ刑こ圧を行い 巨作‘」1．r■な丁∵ハコー子l・とることか広、み÷てある  

＜HFPDDへの対応＞  
∵ト「）＝分でいい′′しだと．1上しえ三〉1㍊Jリ■、r′【うナを」二＝服し∵これノ：）と才惑†二⊥：っれる   
ノ、なヒキーノ、 ナ㌧シ三ヨンヤキーノ、一ソンづくりの土亮ヰする   

い二帖叫こてな∴ り川稚かレール・持′」こイ1己を†∴える‘■二■∴J十≠的な二Jミ   

ニケーシ」ンスキルを龍′」こする   

基本ノ野仁ば励輝力かせい  知的レベル   
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高槻能広汎性発達  
社会性・コミュニケー・ション・想像  



教育情報  

不登校への対応旺ついて   

文部杵学省の調杏によると，わが阿の′卜∴中学校の不登校児童生徒数は，平成14年度には約13ガ1丁・人に  

ものぼっていますし）これを受けて平成15年5月にはl司省から「今後の不登校への対応の存り方について（通  

知）」が山されました。不登校の解決にl加ナた取組の改善を図っていくことは緊妾な課題であると言えます。  

今年度数台センターで実施した研修講座を踏まえて，不登校への対応について次の3点にまとめてみました。  

【不登校の児童生徒への直接的な対応】  

不登校の児童生徒も，他の学校不適応の児童年徒とl戸」じように，「自分は認めてもらえていない」という思  

いをもっています′〕児玉生徒と接する際には，その心情えとして，物群的にも精神的にも開かれた対応を心  

がけることが大切になります。具体的な指導のポイントとしては、次の4点が考えられます（）〔i〕何もかも自  

分 一人でしなければと思い込まず，担任や学校としてできることは付かを明確にする。〕：こ≧〕いつまで，その対  

応をするのかを明確にして，効果が見られない場合は次の手だてを考える。甘不登校の原因追究のみにとら  
われず，不登校を維持・悪化させている要因は付かを見秘め，未来ふ向で今からできることを′大砲する。④  

子どもの自立を促すために，そのJ’・どもに応じた形で子どものベースに委ねる〔Jこれらの点に留意してかか  

わりを打ち続けることが，不登校児童生徒の社会的な成長を促すことにつながります。   

また，不登校児童生徒への援助の際には，保護者との関係が重要になってきます。J信頼関係を築くために  

は，保護者の努ノ」を認めながら，前回の聞き服りや相談の什呑を共にした話をするなどの配慮を積み重ねる  

ことや，孤立感を解消するための保護者同士のネットワークづくりなども重要になります。  

【校内での連携及び外部諸機関との連携を図る体制づくり】   

不登校を早期に発見し効果的に対応していくためには 教職員間やスクールカウンセラー，及び関係機関  
とのスムースな連携が図れる実働する組織づくりが人切です√〕その組織を中心として，児市生徒の情幸馴又集  

や今後の対応の協議を行い，それを具体的に王践する巾で，担任の心矧’l（」負担が軽くなり効米的な対応が可  

能になります。限られた時間の中での情報収集や惜別交換に，校l勺LANなどを適切に活用することも有効  
であると考えます。また，学習障害㌧ 注意欠陥多動性障筈，高機瀧自閉症等の軽度の発達障害のある児童生  

徒が，人間関係をうまく情築できず，不登校に圭る事例も少なくないとの指摘もあります（ノ このような不登  

校の多様性に対して，認識を深める校「メ州二修を尖施するとともに，相談機関や医療機関 との連携も図ってい  

く必要があります′〕  
関 係 機 関  学  校  

「  連携  青少年総合相談センター   学年教師  スクールカウンセラー  

担任教師  相 談 担 当 教 員   管 理 職  

養護教諭等  ふれあいひろば推進員  

児童相談所  

児童療育指導センター  

精神保健福祉センター  等  

【不登校を未然に防ぐ取組の推進】   

不登校を未然に防ぐ取組として，ピアサポートプログラム，ソーシャルスキルトレーニング，構成的グ  

）レープエンカウンター等のグループ件験を／l二かした人間関係づくりの取組が柱Ilされています。これらを子  

細で実践するためには，指導する教師が▲定のスキルを身に付け，学級の現状を止確に見収る力を身に1寸け  
る必要があります√）学級の税斗鳥二適合した継続的な実践によって，学級が集団として機能し始め，良好な人  

間関係の中で個々の児童／卜従の仁】己存在感の高揚が図れるようになります。そうした学級や学年の取組に加  
え，対話があり楽しく分かる授業へと授業改善を凶り，より魅力的な学校を築いていくことが重要です 

コ ラ ム  《朝の10分間読書について≫   

新しい学習指導要領のねらいとする「一確かな学力」の「r」JLのため，様々な具体的方策が練られていま  

すが，近年多くの学校で取り組まれている「胡の10分間読書」は，読苦の楽しみを知るだけでなく，集  

lい力の向上などにも人きな成米があると言われていますしそして，成功の秘訣は以卜の四つの正本を寸  
ることだと言われています。  
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学級全体で収り組むし …‥・教師も子どもも共に読む。）  
“ 間ではなく，iり；Hやる。……継続はノ」なり∵  き〕毎日椒り組む（週1恒  月
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を読む。州しつけない、つ1  
こ4〕ただ読む（読むこと以外，何も求めない。読むことが主目的で他のことをしない。）  
「朝の読書」は指導が比較的苓易であり，成果が巨＝二払えて視れてくるという取り組ムやすさもありま  

すが，それにとどまることなく，読苦する力が語彙力，想像力，読解力，調べ学習力な ど様々なノ」を醸  
成する可能性を秘めていると言えます。   

ぜひ，朝のすがすがしさのなかで千どもたちに読」；＝習慣（読書好き）の芽をさらに育てていきましょう。   

〈参考文献〉『教育科学国語許副＝2003年8月号）   



磨牽至㌔遥㌔＝芸h空室きくく聖ウ∠ニヨ旨≠喜き、盛年どニコ賢磨きゝ喧乾こコ旨患喀遥牢とニコ旨  
喧諺ヒニ3旨  芸≡≡ミ  

．空≡ミ  6蓋喜宅dを  
巧王翠ど＝∃旨  蓋．   

患  嘩選管どニコ賢  
感重臣㌔こ：ニコ賢  ∠竺ゝ   

虔嚢喜㌔翌な二3旨悉く⑳d二二3賢庭嘆王家㌔ごコ旨真電頚已㌔ご二ニコ賢▲璧憂棄ゝ唾家㌔：：ニコ旨   

教育センターでは，各学校等における教育活動を支援するため，教育関係資料を計画的に収集・整備して  

おります。今年度購入した教育図書の一部を紹介します。  

信 

「  
平和へのさざなみ  川尻富美代  和致百   

舌宇・教育思想  
教師として生きる  

一教師の力量形成とその支援を考える  
日本教師教育学会㌻光文社  

ー  
教育心理学  保育と教育に生かす臨床心理学  高尾兼利ほか 三ネルウ7書房  

子どもの権利と育つカ フィルド・ノート  安藤 博  三省堂  人権教育  

教育法規  要説 教育法規・行政（5訂版）  森 秀夫  い学芸図書  

学校評議員制度の新たな展開  
浦野東洋‾   学事出版  

校」づくりの理論と実践  

てるポートフォリオ評価の  
寺西和子ほか  ‖ 黎明書房  

に発展させる授業国語科  青木伸生   学事出版  

鍛える社会科クイズ面白辞典                  有田和正   明治図書出版   

伸ばすコス別授業  
新算数教育研究会  東洋舘出版社   

題選択字習  

学力科学的な見方・考え方を  
ブ工川多喜雄   子どもの未来社   

目標＆教材  

めのなんてもフック  
子供の科学編集部  誠文堂新光社  

めの行動分析  
吉富功修ほか  北大路書房   

ば子どもが変わる  

賞学習のアイティア46   福本謹一 木木里香子  明治図書出版   

き業づくり入門   森 昭三 和唐正勝  大修館書店   

ように伸びていくか  
大田 詳   大修繕書店  

語習得過程を追う  

しろくする指導法  

ネットワーキング  ‖   近藤憲郎  明治図書出版   荒川信行石出勉 ‖  オーム社 ‖  
ANの管理と活用  

ンセリング・ワクフック  黒沢幸子   金子書房  

語（ことば）の教育  江口李好  同成社  

転  

学校管理運営  
「開かれた草書   

確かな力を育て  学習指導法  
方法と実践  ヱ

賢
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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社会科教育   基礎・基本を鍛える社会科クイズ面   
確かな学力を伸ばす コス別授業  

算数・数学科教育  少人数指導課題選択字習   

小学校理科の学力 科学的な見方・  
理科教育  

育てる到達度目標＆教材   

総合学習のためのなんてもフック  
生活科教育  

小学1・2年   

言葉数師のための行動分析  
音楽科教育  

教師が変われば子どもが変わる   

図画工作・美術叫教育  図画工作科鑑賞学習のアイティア4   

体育・保健体育科教育  新版保健の授業づくり入門   

英語力はとのように伸びていくか  
外国語科教育  中学生の英語習得過程を追う   

特別活動   係活動をおもしろくする指導法   

実践スクールネットワーキング  
教育工学・視聴覚教育  

一小中高校 LANの管理と活用   

生徒指導   スクールカウンセリング・ワクフ   
障害児教育   自閉症児の国語（ことば）の教育   

L旦筆竪琴   社会教育と学校   

特
別
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動
の
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践
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英語力はどのよう  
伸びてゆくか  
中芋竺の英語習得過程を違う  

大田洋・金谷雷 小雪教子・日華義之  

家
 
庭
 
科
 
 

図書返却につきましては，学校メール便を  

利用していただいても結構です。   

なお，利用される際，学校名・投函著名が  

分かるようにお願いします。   

また，重量制限によリ1回の利用につき最  

高5冊まででお願いします。  

家
庭
科
 
詣
漕
捻
漕
導
品
 
 

文部省小字佼雷各軒刊調琶冒と斬罪の兼覇酌研究者力】  
鞋力をあけて騒度  

「eし、何、ト）撒ノ草を願羊レ′、－て艮†射伽∴  

魚津書出版社  ※ビデオテープの返却は利用  不可です。  
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指導主事研究の紹介   広島市学校教育研究グループ活動奨励事業   

今年度は，1センターにおいて教育卜緊要な課題の  

解決に賀するため，研究協力校や研究協力員の先生方  

にデータの収集や授業実践等の協力をお願いしながら，  

以下の三つの研究に取り組んでおります  

教育センターては先生方の少人放グループによる自  

主的な教育研究がより充実したものになるよう支持し  

ています（平成15年6月＼平成16年2月）ご   

具体的には以下のような支援をしています 

主 研究に係る奨励金の交付  

三 研究勺容・研究方法等についての相談  

享ノ 研究内容に係る数百情報の提供   

今年度は、13のグループが次の題Rで研究をしてい  

ます  

研究主題   担 当 者  研究のねらい   

伸欄斡者研惜J）  
√実施状況につし1て，肴  

「tO年経験者研修」  井坂 雅浩    学校の岬場内零や研伯 にするキし   
対意識把握   

の充実に関する研究   水ノl二倍一  成果と課題を整理する  
とともに、∠㌢後の研帽  

の充′左にい」けた視点を  
得るっ   

子ともの学プ」を育む  

「ナどもの学び」を育む   ための学習指導教材J〕   
堂道 和雄  

ための学習指導教材の  
谷Ⅲ 増幸  れを満たすことのてき  

開発に係る実践研究  る予習指導教材を閏掛  
検証する 

γン5トキソトやコニ  

テニ「／サー／く一を活間  

′」、・中学校におけるイ   Lた授業突指Lり売■実．   

ン9一ネットの活用に  住吉  磨  
山領  勲  l叶∴た交f充′㌢閂れ充‘宅  

関する研究（Ⅴ）  し「たヅ八丁〕課題解決ノ）方  

遥を実践rl勺に帥′Jt・倹  

証する 

研究員研究の紹介  

『所報73号』でお知らせしましたように，今年度は7  

名の先生方が研究員として1年間教育研究に取り組ま  

れております。今個は，研究員の研究甘容の概略をお  

知らせします。  

題 字「所 幸山  
広島巾‘立竹犀′ト学校長  根本満喜恵  

表紙絵「不動院全学」  

広島市子古田中子校教頭 吉迫 活海  

編一集一後一記   

色鮮やかな実りの枇，子どもたちの「学び」を育  

むR々の地道な研究や実践が豊かな実i）を結びます  

ことを触っておりますこ また，皆様方の教育実践の  

允実に，教育センターもお寺貰に、一′てるよう支持して  

いきます  

編集・発行／広島市教育センター  

〒7320り68広島石東Fγ山新町 ▲丁［］17番1妄プ   

TEL（082）2i233563  FAX（082）2233580   

E－mai1：edu－Center＠city．hiT－oshima．jp   

Website：http：／／www．hcec．ed．jp／  JムⅩ6200328（2）   

－【6一  


